
組立て手順

下の図のように梁を間配ります。梁をワンタッチ金具が上になるように広げ、
ワンタッチ金具で固定します。梁を先に広げることで支柱を間配る位置の目安にします。

組立て説明書

構成パーツ

※前方支柱左右のボルト・蝶ナットは、予め取り外して所持しておいて下さい。

広げながら反転させてワンタッチ金具を上に向けます。

前方支柱左右には立ち上げ後に
固定用のボルト・蝶ナットがあります。

梁を間配る位置

前

後
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① 前方支柱左右 　② 後方支柱左右　③ 2 間梁×2　④ 3 間梁×2　⑤ 補助サオ×2　⑥ ワイヤー×2　⑦ 天幕

◎組立て前の確認



前方支柱にターンバックル 後方支柱にシャックル

下の図のように支柱と梁が同じ色の組み合わせになるように取り付けます。支柱のサヤ管には抜け止めがあので、
挿し込めるように回しておきます。差し込み後は抜けないように回転させます。

ワイヤーが交差するようにターンバックルとシャックルを取り付けます。
梁と梁の角度が９０°である事を確認（※ワイヤーが届かない可能性がある為）
して、張力を均等にワイヤーを張ります。

３等分ぐらいの均等になるように
２本の補助サオを架けます。

ワンタッチ金具を爪に引掛けて倒して固定します。

丸印の色を揃えます。 サヤ管には切り込みがあり、抜け止めを回転させ合わせることで梁の突起が通ります。

前方支柱にターンバックル 後方支柱にシャックル

支柱を間配る位置

前

後
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※支柱の前後の違い
・前支柱は折り曲げる事
   ができる
・後支柱は短い

柱を上の写真と同じ向い合
せになる様にして下さい。

●㊟



前方支柱を立ち上げ後に関節部をボルトと蝶ナットで固定します。

方杖の先端を梁の取付け個所の溝に落とし込みます。

支柱のベースプレートの上に鋳物ブロックを積み重ねて、鋳物ブロックが開いて倒れないように開き止めを差し
込みます。

鋳物ブロックは支柱を挟むように置きます。チェーンは両方の鋳物ブロックの端にある穴に差し込んでください。

白い紐のクリップが付いている方が前方です。クリップは梁の上から外側に取り付けてください。
側面と後面のクリップには専用金具が付いており、この専用金具を引下げて天幕の張りを強くします。
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